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　 この 報 告 書 は 、 日本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の一 部 であ

る機 械 工 業振 興 資 金 の 補 助 を 受 け て 、昭 和55年 度 に実 施 し

た 「マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の応 用 に関 す る調査 研 究 」 の一 環

と して と りま とめ た もの で あ ります 。
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1.概 説

`

　本 システムはマ イク ロプロセ ッサの応用装置を開発 する際ハ ードウエ アおよびソフ トウエ アの各部

分において、マ イク ロプロセ ッサの利用度 、各部プ ログラムの実行時間の割合 、利用回数等 を測定 し、

システムのパ フォーマンスを評価 することを目的 とした ものである。　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ・

　本 システムのハ ー ドウエアとソフ トウエ ア構成は次図に示 す通 りである。

i

1.1　 ハ ー ドウ ェ ア

ア ダ プ タ モ ジ ュ ー ル

　 (Z-80用)

|

、

、

`

1

　 4Kス テ ップ

状態及 び時 刻

記憶 メモ リ

タ イ マ カ ウ ン タ

サ ン プ ラ　6

'

1

`

1

解 析 用 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ

1

本 体

キ ー ボ ー ド

ァ ィ ス フ レ イ

外部出力機器
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1.2　 ソ フ トウ エ ア 構 成

　　　 メインプ ログラム

コ マ ン ド入 力 プ ロ グ ラ ム

サンナラ設定処理

記録制御

解析処理

外部出力
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、

'

、

「

一2一一



2.シ ス テ ム の 起動

2.1　 電 源 投 入 手 順

　 パ フォーマ ンス測定器 の前面 パネル及 びキーボ ー ドデ ィスプレイスイッチを下記の手順で操 作し電

源を本 システ ムに投入する。 .

(1)キ ーボ ードデ ィスプ レイスイ ッチが図1の 様 に設定 されていることを確認 し、その後 キ ーボ ード

　 デ ィスプレイの電源 をONに す る。電源ス イッチは裏側にある。

(2)図2の ② スタ ート番地指定ス イッチがNORMAL側 に なっていることを確認す る。

(3)(1)、(2)の 状 態で図2の ①電源ス イッチをONに す ると電源ONラ ンプが点灯 し、マ イクロブロセ

　 ッサが起動 し後述 するチ ェックを行 い障害が無 ければパフォーマンス測定器 スター トランプが点灯

　 し本 ンステムは稼動状態 とな る。

　　図1　 キ ーボ ードデ ィスプレイスイッチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 このスイ ッチは キ ーボ ー ドの左上 の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カバ ーの中にある。

それぞれのスイ ソチが斜線の方にな

っていること。

図2　 パフォ ーマンス測定器前面 パネ ル

、

'

　　 RUN

　 STOP　 　　　 o

　 　　　　OS

　 　 ◎ 　 ◎　 ◎
RESET　 NORMAL　 pOWER

パ フ ォ ーマ ン ス 測 定 器 ス タ ー トラ ン プ

電 源ONラ ン プ

① 電源 スイッチ

② スタート番地指定 スイッチ

③ リセ ッ トス イ ッチ
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図3　 Z-80ア ダ プ タ モ ジ ュ ー ル

目的 システム

1～4はAO～A3に

5～124まBO～B7に

そ れ ぞ れ 対 応 し て い る。

CPUソ ケ ッ ト1

5

一

L

○ 　 　 ○ 　 　 　0
1　　　 7　　　 G

O　 　 O
2　　　　8

0　 　 0
3　　　　 9

0　 　 0
4　　　 10

0　 　 0
5　　　 11　 　 　 　　 　 　　 　 Z80

0　 　 0
6　　　 12

　 　 　　 　 　　 　　 』

CPUソ ケ ッ ト2

口

ADAPTER　 MODULE

』巨=

　レバ ーを倒 すと

CPUが 固 定 され る

'

「

本 体
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2.2　 目 的 シ ス テ ム の 接 続 手 順

　 アダプ タモ ジ=一 ルに目的 システムのCPUを 下 記の手順で接続する。

(1)パ フ ォーマンス測定器が稼動状態 になっていることを確認 する。

(2)ア ダ プタモジューノレに目的 システムのCPUを ピンの配置 を考慮 して接続す る。

③　 目的 システムを起動 する。

2.3　 電 源 切 断 手 順

　下記の手順で本 システムの電源 を切断 す る。

(1)目 的 システ ムの電源 を切断 す る。

(2)ア ダ プタモジュールから目的 システ ムのCPUを 取 りはずす。

(3)パ フ ォ ーマンス測定器の電源 を切断す る。

2.4　 シ ス テ ム 起 動 時 の チ エ ツ ク

　本 システムに電源が投入 され るとマ イク ロプロセ ッサが起動 され下記の チェックを行 う・

(1)　 ROMチ ェ ック

　　 パ フォ ーマンス測定器のPROMを チ ェック し障害を発 見した場合は、 キ ーボ ー ドデ ィスプレイ

　 に以下 のメッセ ージを表示 しシステムの稼動 を停 止する。

　　　 "ROM　 CHECK　 ERROR"

(2)　 RAMチ ェ ック

　　 状態 記憶メモリおよび時刻記録メモ リ用 のRAMを チ ェック し障害を発 見した場合には、キ ーボ ー

　 ドデ ィスプレイに以下の メッセ ージを表示 しシステムの稼動 を停 止す る。

　　　 tt　RAM　 CHECK　 ERROR　 e× ×××"

　　　　　　　　 e　 　 　 :障 害 が発生 したエクステソ ドア ドレス

　　　　　　　　 ×××X:障 害 が発生 したア ドレス

　 (1)、(2)のチ ェ ックで障害が無かった場合 には パフォーマンス測定器ス タートランプが点灯する。

2.5　 シ ス テ ム 起 動 時 の 初 期 化

　 システム起動時のチ〉 ックが正常であると、下記の初期化 を行 う。

(1)全 サ ンプラ情報の ク リア

(2)デ ィ レイステ ップのデ フォル ト値 の設定

(3)　 タイマの リセッ ト

　 次 にキ ーボ ードデ ィスプレイにプロンプ ト(:コ ロン)を 表示 しコマン ド入力待 ちπな る。
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3.シ ス テ ム の運 用

3.1　 コ マ ン ドの 種 類

　 キ ーボ ー ドデ ィ ス プ レ イ か ら オ ペ レ ー タが 入 力 す る コ マ ン ドκ は 、 次 の も の が あ る 。

(1)　 SAMPLER　 コマン ド

(2)　 DELAY　 　 　コマ ン ド

(3)　 LINE　 　 　 コマ ン ド

(4)　GO　 　 　 　 　 　コマ ン ド

(5)　 ANALYSISコ マ ン ド

(6)　OUT　 　 　　　 コマン ド

'

、

　 3.1.1　 SAMPLERコ マ ン ド

　 S〔AMPLER〕 〔,{iILIC}〕

(1)サ ン プ ラ情 報 入 力

　 　 S〔AMPLER〕 〔,　i〕

　　 iで 指定 したo～6の サ ンプ ラに、サンプラ情報を設定 するコマン ドであ る。　 ,i省 略 時はoの

　 サンプラを指定 した とみな され る。

　　サノプラ情報の入力手順 を以下に示 す。

　　 :S

　 　 　SAMPLER(0):　 　 一一〉

　　ここでサ ノプラの出力 ラッチの指定 を次の略記号で入 力する。

　　 　S　 =START　 　信 号

　　 T　 :TRIGGER信 号

　　 N　 :COUNT　 　信 号

　　 C　 :CLOCK　 　 信号

　 出力ラ ッチ情報

　 oSTART信 号情報

　　 　目的 システ ム状態記録 開始情報

　　 状態記録パスの内容がそのサガ ラ情報と一致 した場合 目的システムの状態と時亥‖の論 を

　 開始できる状態に する。

oTRIGGE .R信 号情報

　　 目的 システ ム状態記録終了情報

　　 状態講 パスの内容がそのサ7・7'ラ 繍 と一致 ・た場合 、デ,レ 似 テ 。プ+2鮒 目的 シス

　 テムの状態 と時刻の記録 を続けた後、記録を停 止する。

　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　 -6一

'
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　　oCOUNT信 号 情報

　　　　目的 システ ム状態 カウン ト情報

　　　 状態記録 パスの内容がそのサ ンプラ情報 と一致 した場合、 カウンタを働かせ る。

　 oCLOCK信 号情報

　　　 目的システム状態記録情報

　　　 状態記録バスの 内容がそのサンプ情 報と一致し場 合、目的システムの状態 と時亥‖の記録を

　　 行 う。

　 4つ の出力ラ ッチ信 号の うち、1つ あるいは2つ 以上を入力する。入力順は問わない。

　 すで峨 宍 れてい場 合は・その内容が表示 ・てあ り、修正 ・・sい場合e・その9SRETURN

KEYを 押 す。 また設定 され ている出力 ラッチ信号を取 り消したい場合は ブランク(,〕,)を 入 力

する。

　 (例)　 SAMPLER(0):S　 -一>　 ST

　 　 　　　　　　　　　　　　　 サ ンプラ0に はSTART信 号 、TRIGGER信 号が設定さ れる。

　　　　 SAMPLER(1):T　 -一 〉 　〕

　　　　　　　　　　　　　　　 サンプラ1の 出力 ラッチは取 り消 され る。

　 次にア ドレス情報 を16進4桁 で入力する。

　 　 ADDR=× × × ×

　 4桁 の入力が終了 するとその右側にこれを2進16桁 で表示する。

(例)　 ADDR=01F5　 　 0000000111110101

　 　 　 もしア ドレス情報16進4桁 の うち無指定の桁が ある場合 には、その桁をTXIで 入 力する。

(例)　 ADDR=OlFX　 　 OOOOOOOlll11× × ×x

　 　　 もしア ドレス情報16進4桁 の うち無指定 の ビッ トを含む桁がある場合 には、その桁を1〕1

　 　 で入 力し、右側の2進16桁 の表示部分でその詳細 を入力する。

(例)　 ADDR-01F〕 　 　000000011111×0×1

　 　　現在設定 されているア ドレス情報 を変更 しない場合 には、その ままRETURN　 KEYを 押

　　す。

　 次vaデ ータ情報 を16進2桁 で入力する。

　　 DATA-× ×

2桁 の入力が終了するとその右側 κ・れ を2進8桁 で表示す る
。鯖 定格 および鮪 定 ビ。トの入力

方法は ア ドレス情報入力 と同様で ある。

　次 にMRか らB7ま で の23ビ ッ トの情報を2進23桁 で入力する。

　　　　　　　　MIRWMHWA　 　 BBINB

　 　 　　　　　　RODRIAAO123RANMOl234567

　MR-B7　 　× ××××××××××××××××××××××　 　'

無 指定の ピッ トはlXlで 指定 する。

一7一



　 1つ の サ ンプ ラの情 報 の 入 力が 終 了 す る と、 次 の サ ノプ ラ番 号.の情 報 の 入 力待 ち に な る。

　 以 上 の オ ペ レ ーシ ョ ンを く り返 し0～6の サ ン プ ラ情 報 の 入 力 が終 了 す る と、 プ ロン プ

トを表示 しコマ ン ド入 力待ち になる。

　全 てのサンプラ情報 を設定あ るいは修正 しない場合 には出力ラ ッチ情報入力の際κ コロン(1:1)

を入 力する。 プロンプ トを表示 しコマン ド入 力待ちにな る。

(例)　 　 SAMPLER(4):STN　 -一 〉:

(2)サ ンプ ラ情報 リス ト出力

　　　 S〔AMPLER〕,L

　 　 出力 ラッチ信号の指定 のある全 サ ンプラの情報の内容をキ ーボー ドデ ィスプレイに表示 出力する。

　　 出力形式は3.1.7に 示 す。但 し全 サンプラの 出力 ラッチ信号が指定 され ていないとヘ ッダ も出力

　 され ない。

③ 　サンプラ情報 クリア

　　　 S〔AMPLER〕,C

　 　 全 サ ンプラ情報 の内容をク リアし、初期 状態 にする。初期状態 とは、出力 ラッチ信号の指定がな

　 くその他の情報については以 下の状態を意味す る。

　　 ADDR=×x× ×　　　×××××××××x× ×××××

　　 DATA-× × 　　　　　x× ××××××

　　 MR-B7　 　 　 　 　 　×xxx× × ×××××××××××××××××

　 3.1.2　 DELAYコ マ ン ド

　　 D〔ELAY〕

　 DELAYコ マ ン ドを入力する と、現 在設定 されているデ ィレイ情報がnnnnで 表示 され る。

nnnnは16進 で表わ され るデ ィレイの ステ ップ数 で、設定 しなおす場合 は これ を書 き直 して入 力す

る。現在の ままの場合はその ままRETURN　 KEYを 押す。

　デフォノレト値は0800が 設定 され ている。(全 ステ ップの半分)

　 :D

　 　 DELAY=0800

　 3.1.3　 LlNEコ マ ン ド

　　L〔INE〕 〔,N〕

　目的 システ ムを パフォ ーマンス測定器 に論理的に接続す るためのコマ ン ドである。LINEコ マン

ドを入力後、状態記録 バスの内容がSTART信 号 が設定 され ているサ ンプ ラ情報 と一致 した場合 、

目的 システムの状態 と時刻の記録 を開始で きる状態にする。

　キ ーボ ードデ ィスプレイには タイマおよび カウンタの内容が表示 され る。

　TRIGGER信 号 情報によ り目的 システムの状態および時亥ly)記録を停 止した場合、あ るいはキ ー
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ボ ー ドデ ィ ス プ レ イ のKEYを 叩 き 強 制 的 に 記 録 を 停 止 した 場 合vaは 、 目的 シ ス テ ム と パ フ ォ ーマ ン

ス 測 定 器 とは 論 理.的va切 離 され 、(off-1ineの 状 態 と な り)キ ーボ ー ドデ ィ ス プ レ イに は 最 終 的

な タ イ マ と カ ウ ン タの 内 容 が 表 示 され 、 プ ロ ン プ トを 表 示 し 、 コ マ ン ド入 力 待 ち と な る 。

　 Lあ る い はLINEコ マ ン ドの 場 合 π は 状 態 記 憶 お よ び 時 刻il日録 用 のRAMを0ク リア し た 後 、

ENABLE状 態 と す る。

,L・Nあ る い はLIN　 E・ 、Nコ マ ン ドの 場 合 に は そ のRAMを0ク リア せ ずVaENABLE状 態 と

す る。

　 3.1.4　 GO　 コ マ ン ド
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ×

　　 G〔0〕 〔,N〕

　 目的 システムの状態及び時刻 の記録を強制的 に開始できる状態 にするコマ ン ドである。当然、 目的

システムはパフォ ーマ ンス測定器 に論理的 に接続 され る。

　キ ーボ ー ドデ ィスプレイには タイマお よび カウンタの内容が表示され る。　　　　　　　 　　 -

　 TRIGGER信 号情報vaよ り 目的システムの状態および 時刻 の記録を停止した場合、あ るいはキ ー

ボ ードデ ィスプ レイのKEYを 叩 き強制的 に記録 を停 止 した場合vaは 、 目的 システムとパ フォ ーマ ン

ス測定器 とは論理的va切 離 され、(off'-lineの 状態 とな り)キ ーボ ー ドデ ィスプ レイには最終的

な タイマ とカウンタの内容が表示 され、プロンプ トを表示 しコマ ン ド入力待 ちとなる。

　 Gあ るいはGOコ マ ン ドの場合 には状態記憶 および時刻言E録用のRAMを0ク リアした後 、記録 状態

とする。

　 G,Nあ るいはGO,　 Nコ マ ン ドの場合 にはそのRAMを0ク リアせずκ記録状態 とする。

　 LINEあ る いはGOコ マ ン ド実行中va　KEYを 叩 いて強制終了 した場合 には以下の メッセ ージが

表示 され コマン ド入力待 ちにな る。

　　"ABORTE】D!!JJ

　 この時の解析 モ ードにおけ るステ ップ番号及び トリガポ イン トは正確ではない。

　 LINE,お よびGOコ マ ン ドの表示形式

　　　　x　)e　)e.　 TIME　 hh:mm:sslxxxtlyyy　 COUNTER　 nnnnnnnnnn

　 　 .　　 ENABLE状 態 のときに表示 され る。

LL記 録状態の、き。表示、れ。.

LTRIGGER状 態の、き。表示、れ。.

hh　 :時

mm・:分

ss　 :秒
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　 　 　 XXX　 :m秒

　 　 　 yyy　 :μ 秒

nnnnnnnnnn　 :10桁 の10進 数

　 3.1.5　 ANALYSISコ マ ン ド

　　 A〔NALYSIS〕

　 ANALYSISコ マ ン ドを入力すると、ステ ップ0の 情報がキ ーボ ードデ ィスプ レイに表示 され

る。 次にプロンプ ト(1/1)が 表示 され解析 モ ー ドの コマン ド入 力待 ちになる。3.2参 照 。

　解析 モ ードにおいては、次の3つ の解析用の メモ リを利用 することvaよ っ て解析処理を行 なえ る。

(i)　 Fメ モ リ

　　 0,1,Xか ら構成 され る48characterの デ ータメモ リで、探索条件の設定 あるいは、

　 Mメ モ リと組合 わせ て実行時間の解析に利用 され る。

(ii)Mメ モ リ

　　 Fメ モ リと同様のデ ータメモ リで、探索条件 の設定 あるいはFメ モ リと組合 わせ て実行時間の解

　析 に利用 され る。

⑩ 　解析用時刻 メモ リ

　　ベ ースとなる時刻情報 を記憶L、 時間解析 に利用 される。

　 3.1.6　 0UTコ マ ン ド

　　 0〔UT〕

　 状態記憶 メモIJ及 び時刻 記録 メモ11の 内容 を、 キーボ ードデ ィスプ レイに接続 され てい る外部出力

機器 に出力する。

　 この コマ ン ドが入力 され ると、以下 のメ ッセ ージが表示 され出力開始 ステ ップの入力待 ちにな る。

10進 お よび16進(先 頭に'H1を つ ける)の 入 力が可能 であ る。

　　 START　 STEP=

次 に以下の メッセ ージが表示 され出力するステ ップの長 さの入力待 ちになる。10進 及び16進

(先 頭 にIHIを つけ る)の 入力が可能であ る。

　　STEP　 LENGTH;

以 上 の入力が終了す ると、外部出力器 に対 して状態記憶 メモ リおよび時刻メモリの内容・を出力す る。

またキ ーボ ードデ ィスプレイにはその内容が表示 され る。

　出力途 中でKEYを 叩 くと強制終了することができる。

　 (STARTSTEP)十(STEP　 LENGT.H)≦4096で な ければならない。

出力形式 はステ ップ毎に インテ ルフォーマ ットとする。
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3.1.7　 コ マ ン ドー 覧

コ　 マ　　ン　　ド

S,iあ る い は

SAMPLER,　 i

サ ンプ ラiに 対す る各情報の設定。,iが 省 略 され るとoと みなす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (0≦i≦6)

(例)　 SAMPLER(i):一 一>　 S

　 　　　　　　　　　　　　　　 ADDR-×xx× 　　××××……×

　　　　　　　　　　　　　　　 DATA=× ×　　　　 ×××x… ×

　　　　　　　　　　　　　　　 MR-B7　 　 　　　 ××××　　　 ×　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

S,Lあ るいは

SAMPLERL

出 力 ラ ッチが設定 されているサンプ ラに関す る各情報の表示

(例)　 STNC・DDR　 　 DATA　 鷲　 　 ・

　　　 S(i)　　S　　　　　　　××××(× ×・一×)　××(× ×…　X)　 ××××　　　　　　×

S,C　 あ るいは

SAMPLER,C

全 サ ンプラの情報 のク リア

D　 　 あるいは

DELAY

デ ィ レ イ数 の 表 示 お よび 設 定

DELAY- .×× × ×

L　 　 あるいは

LINE

パ フ ォ ー マ ン ス測 定 器 をSTARTで き る状 態 に す る。

苦 　 TIM配hh:㎜:ss|xxx!lyyy　 COUNT　 nnnnnnnnnn

G　 　 あるいは

GO

パ フ ォ ーマ ン ス測 定 器 をSTART状 態 に す る。

券 　 TIME　 hh:㎜:ss'xxxllyyy　 COUNT　 nnnnnnnnnn

A　 　 あるいは

ANALYSIS

サ ン プ リング した時刻 お よび状態記憶 の解析

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

0　 　 あ るいは

OUT

状 態 記憶 メモ リおよび時刻記録メモ リの内容を外 部出力機器 に出力する。

　 START　 　STE】P=× ×××

　 STEP　 　LENGTH=× × ××

●

'

3.2　 解 析 コ マ ン ドの 種 類

解析 モ ードで入 力するコマン ドには次の ものがある。 尚、解析 モ ードにおけ るプ ロンプ トは1/1

(ス ラ ッシュ)に なる。

　 3.2.1　 Pコ マ ン ド

　　　/P

　 現在の カレン トステ ップの内容、即ち記録時刻 お よび状態を表示す る。ANALYSISコ マ ン ドで

解析モ ードに移 った時の カレンステ ップは0000ス テ ップになっている。
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　 3.2.2　 Lコ マ ン ド

　　 /L〔n〕

　カレンステ ップからnス テ ップ分の内容 を表示 する。表示途 中でKEYを 叩 くとそ こで表示は中止

される。 カレン トステ ップは最後 に表示 された ステ ップκな る。n省 略時はn=1が 指定 されたもの

とみなす。

■

　 3.2.3　 /コ マ ン ド

　　 //〔n〕

　 カレン トステ ップか らnス テ ップ先の内容を表示す る。n省 略時はn=1が 指定 された ものとみな

す。 カレン トステ ップはnス テ ップ先 に移 る。

　 3.2.4　 〈 コマン ド

　　 /〈 〔n〕　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 ・　 `

　 カレン トステ ップからnス テ ップ前の内容を表示 する。n省 略時はn==1が 指定 された もの と見な

す。 カレン トステ ンプはnス テ ップ前 に移 る。

3.2.5　 nコ マ ン ド

　 /n

nス テ ップ の 内 容 を 表 示 す る 。 カ レ ン ス テ ッ プはnに 移 る。

■

　 3.2.6　 Fコ マ ン ド

　　　/F

　 カレン トステ ップの次の ステ ップからOFFFス テ ップまでのデ ータでFメ モ リの条件を満足する

ステ ップを探索 し、そのステ ップの内容を表示 する。 カレン トステ ップは表示 されたステ ップに移 る。

条件を満足 するステ ップが発見で きない場合 には何 も表示 されず プロンプ トが表示 され、 カレントス

テ ップはOFFFス テ ップに移 る。

　 3.2.7　 Mコ マン ド

　　　/M

　 カレン トステ ップの次のステ ップからOFFFス テ ップ までのデ ータでMメ モ リの条件を満足 する

ステ ップを探索 し、そのステ ップの内容 を表示 する。 カレン トステ ップは表示 されたステ ップに移 る。

条件を満足 するステ ップが発見 できない場合 には何 も表示 されず プロンプ トが表示 され、 カレントス

テ ップはOFFFス テ ップに移 る。
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3.2.8　 F/Si　 コーマン ド

　 　 /F/Si

サ ン プ ラiva設 定 され て い る デ ー タ をFメ モ リva設 定 す る。

カ レ ン トス テ ッ プ は 移 動 し な い。

3.2.9　 M/Siコ マ ン ド

　 　/M/Si

サ ン プ ラiva設 定 さ れ て い るデ ー タ をMメ モ リに 設 定 す る 。

カ レ ン トステ ・ッ プは 移 動 し な い 。

■

　 3.2.10　 F/Dコ マ ン ド

　 　 /F/D

サ ンプラ情報入力 と同 じ方法(出 力 ラッチ指定を除 く)でFメ モ リに探索条件 を設定 する。 カレノ

トステ ップは移動 しない。

　 3.2.11　 M/Dコ マ ン ド

　　 /M/D

サ ン プラ情報入力 と同 じ方法(出 力ラソチ指定 を除 く)でMメ モUに 探 索条件 を設定す る。 カレン

トステ ップは移動 しない。

　 3.2.12　 CFコ マ ン ド

　　 /CF

　 カレン トステ ップの次のステ ップか らOFFFス テ ップ までのデ ータでFメ モ リの条件 を満足 する

ステ ップの数 を計数 し10進 数 で表示 する。 カレン トステ ップはOFFFス テ ップに移 る。

'

　 3.2.13　 CMコ マ ン ド

　 　 /CM

　 カ レン トステ ップの次の ステ ップか らOFFFス テ ップまでのデ ータでMメ モ リの条件 を満足す る

ステ ップの数を計数 し10進 数 で表示す る。 カレン トステ ップはOFFFス テ ップに移 る
。

3.2.14　 FMコ マ ン ド

　　　/FM

　 カレン トステ ップの次のステ ップか らOFFFス テ ップ までのデ ータでFメ モ リの条件 を満足 し、

次va　Mメ モ リの条件 を満足 する組合 せを探索 し、その組合せの数、各実 行時間の総計、全記録時間に

対 する割合 ・平均実行時間、 各実行時間の最 小値 とそのステ ップ番号、お よび最大値とそのステ ップ番
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号 を 表 示 す る 。 カ レ ン トス テ ッ プはOFFFス テ ッ プ に移 る。

●

■

　 3.2.16　 MFコ マ ン ド

　　　/MF

　 カ レン トステ ップの次の ステ ップからOFFFス テ ップまでのデ ータでMメ モ リの条件を満足 し、

次va　Fメ モ リの条件を満足 する組合せ を探索 し、その組合せの数、各実行時間の総計、全記録時間に

対す る割合、平均実行時間、各実行時間の最小値 とそのステ ップ番号、および最大値 とそのステ ップ番

号を表示 する。 カレン トステ ップはOFFFス テ ップに移 る。

3.2.16　 Bコ マ ン ド

　 /B

カレン トステ ップの時刻情報 を解析用時刻 メモ リに記憶 する。

カレン トステ ップは移 動 しない。

　 3.2.17　 -Bコ マ ン ド

　 　 　/-B

　 カレン トステ シプの時刻情報 と解析用時刻 メモ リとの差を表示 する。 カレン トステ ップは移動 しな

いo

　 3.218　 Tコ マ ン ド

　　　/T

　 トリガがかか った時 に記録 され たステ ップの内容を表示 す る。 カレン トステ ップはそのステ ップに

移動する。

■

　 3.2.19　 Sコ マン ド

　　 /S

出 力 ラッチ信号が指定 された全 サンプ ラ情報 の内容 を表示 する。表示形式はS,Lコ マ ン ドと同様 、

カレン トステ ップ'は移動 しない。

3.2.20　 Dコ マン ド

　　/D

デ ィレイ情報 を表示 す る。 カレノ トステ ップは移動 しない。

3.2.21　 Nコ マ ン ド

　 /N
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記録終了時刻 とその時の カウンタの内容を表示 する。

カレン トステ ップは移動 しない。

3.2.22　 Hコ マ ン ド

　 　 /H

解 析 モ ー ドの ヘ ッ ダ を 表 示 す る 。 カ レ ン トス テ ッ プ は 移 動 し な い 。

3,2.23　 Eコ マ ン ド

　　 /E

解 析 モ ードを終了 する。

3.2.24　 解 析 コマ ン ド一覧

解析モ ー ドにおけ る入力 コマン ドを次表に示 す。表中の1nl及 びli'は 以 下の通 りとす る。

1n|:10進 または16進 の 入力が可能 である
。16進 入 力の場合 には、先頭にIHtを 付 けて

　　　　入力する。

lil:10進 でo～6ま での入力が可能である
。

解 析 コ マ ン ド 内　　　　　　　　　容

P カ レ ン トス テ ッ プ を 表 示

Ln カレ ン トステ ップか らn行 りス ト出力する

n省 略時はn-1と み なす

/n カレン トステ ップか らn行 先の行 を リス ト出力す る

n省 略 時はn=1と み なす。

〈n カ レン トステ ップからn行 前の行 を リス ト出力す る

n省 略時はn=1と みなす

n n行 目を リス ト出力する

F　 あるいは

M

カ レ ン トス テ ップ以 後(カ レ ン トス テ ッ プは 含 まな い)の デ ー タで 、F

あ る い はMメ モ リの 条 件 を 満 た す行 を 探 し 、 リス ト出 力 す る。

F/Siあ る いは

M/Si

サ ン プラiに 設定 されているデ ータをFあ るいはMメ モ リに設定 する。

以後 はFあ るいはMで 探索することができる。

F/D　 あ るいは

M/D

サ ン プラ情報入力 と同 じ方法で探索条件 をFあ るいはMメ モ リに設定す

る。以後はFあ るいはMで 探 索することが できる。

CF　 あ るいは

CM

カ レ ン トステ ップ以後(カ レン トステ ップは含 まない)の デ ータで、F

メモ リあるいはMメ モ リの条件を満 たす ものの数を計数 し10進 で表示

す る。
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1

●

解 析 コ マ ン ド 内　　　　　　　　　容

FM　 あ るいは

MF

カ レン トステ ップ以後(カ レン トステ ップは含 まない)の デ ータで、F

メモ リあるいはMメ モ リの条件 を満た し、その後 、Mメ モ リあ るいはF

メモ リの条件 を満たす組合 せを探索し、その組合 せの数、各 実行時間の

総計、全記録時間に対 する割合、平均実行時間、各実行時間の最小値 と

その ステ ップ番号、および最大値とそのステップ番号を表示する。,

B カレン トステ ップの時刻情報 と解析用時刻 メモ リに記録する。

－B カレン トステ ップの時刻情報 と解析用時刻 メモ リとの差を表示 する。

T ト リガ ポ イ ン トの 行 を リ ス ト出 力 す る。

S 出 力 ラッチ信号の指定の ある全 サンプラ情報 の内容 を リス ト出力する。

D デ ィレイ情報を リス ト出力す る。

N 記録終了時刻 とカウン タの内容を リス ト出力する。　 　 　　 　　 　 　 '

H 解析 モ ードのヘ ッダを表示す る。

E 解析 モ ードを終了 し、コマン ド入力待ちになる。

それ ぞれの リス ト出力形式は別紙 に示す。

■

3.3　 コ マ ン ド入 力 の 例

テス トシステムのプログ ラムにおい て以下の様な条件 の下で記録お よびカウン トを行 う方法を示す。

　 条件　 o　 スタ ートは無条件

　　　　 o　 トリガは ターミナルからKEY-INさ れ た時

　　　　 o　 カウン トはOUT命 令だけ

　　　　 O　 ク ロックは無条件

　　　　 o　 ア ィレイはOAOO

(1)サ ンプ ラ0を スター ト及び クロックす る。

　　 :S

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 }SCと 入 力

　　　 SAMPLER(0)・:　 　 一一>　 SC

SAMPLER(1)

ADDR=× × × ×

DATA=× ×

一 一 〉

MI

RO… 　 　 67

× × …　　　 × ×
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スター ト及びク ロソクは無

条件なので ここはその まま

RETURNを 押 す。



(2)サ ン プラ1を トリガとす る

　　 SAMPLER(1)　 :　 一一>　 T　 　 　　 　 　 　 　 　　 Tと 入力

　　　　　 　　　　　　　ADDR=0126　 　 　 　　 　　 0126と 入 力

　　　　　　　　　　　　DATA=××li:∵ 二}…まR・TUR-
　　 SAMPLER(2)　 :　 一 一〉

(3)サ ンプ ラ2を カウン トする

　　 SAMPLER(2)　 :　 一 一>　 N　 　 　 　 　 　 　　 　 }Nと 入 力

　　　　　 　　　　　　 ADDR;× × ××　 　 　 　 　 　 }そ の ままRETURNを 押 す

　　　　　 　　　　　　 DATA=D3　 　 MI　 　 　 　　 }D3(OUT)を 入 力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 RO… 　　 67　　　　　　　　　　'　　　　　　　　　 　　　　　　 }そのままRETURNを 押す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 × × …　　　× ×

　 　SAMPLER(3)　 :　 　 一 一〉

(4)サ ン プ ラ3～6に は デ ー タ を設 定 し な い の で コ ロ ン(1:,)を 入 力 し コ マ ン ド入 力 待 ち に す る。

　 　 SAMPLER(3)　 :　 一 一〉 　 :

(5)デ ィ レ イ を 設 定 す る。

　 :DELAY

　 　 DELAY=OAOO

(6)設 定 した 条 件 を 確 認 す る。

　 :S,L　 　 '
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 MIR

　 　 　 　 　 　 STNK　 ADDR　 DATA　 ROD… 　 　 67

　 　 S(0)　 　 S　 　　C　　 × × × × 　　xx　 　 　 　× × ×.・ ・ × ×

　 　 S(1)TO126× × × × × … × ×

　 　 S(2)　 N× × × ×D3　 × × × … × ×

⑦ 　 記 録 を 開 始 す る 。

　 :L

　 　 杜 　 　TIME　 hh:㎜:ss　 i　xxxilyyy　 COUNTER　 OOOnnnnnnn

　 こ の 状 態 で タ ー ミナ ノレか らKEY-INす る と ト リガ 状 態 と な りOAO2だ け ク ロ ック す る と 記 録

が 終 了 し、 フ'ロ ン プ トが 表 示 さ れ コ マ ン ド入 力 待 ち に な る。
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テ ス トシ ス テ ム の プ ロ グ ラ ム

SP頃 一 一

　7FFF　 　　 　 H

OUTPUT

(NL)

DO

　 I-l

　 TO　 '10　 　 　　 　 　 H

OUTPUT

(A)

A←-

A十1

OUTPUT

.(NL)

CRTIN

　　ENTRY

INPUT

(A)

OUTPUT

　(A)

〇

一19－

LOOP

　 ENTRY

PUSH

　　BC

0

0

↑

↑

B

C

C←

　 C-1

B←

　 B-1

POP

　 BC

⊂⊃



　　 +xCROSSASM(

ER　 LOC　 CODE

0100

0100

0103

0106

0107

0109

010B

O10'C

O10E

Ol11

0113

0114

0115

0118

01]A

Ol1C

OI20

0120

0122

0124

0126

0128

012A

0130

0130

0131

0133

0135

0136

0138

0139

013B

O13C

31FF7F

CD2001

47

3EOA

D3DC

78

0610

CD3001

D3DC

3C

O5

C20EO1

3EOA

D3DC

C30301

DBDD

CB77

28FA

DBDC

D3DC

C9

C5

0600

0EOO

OD

20FD

O5

20FA

Cl

C9

ASSEMBLE　 END

TOTAL　 OOOO　 ERRORS

ERRORS　 PROGRAM

Z-80

F　 SEQ

　 　 OOO1

　 　 0002

　 　 0003

　 　 0004

　 　 0005

　 　 0006START:

　 　 0007

　 　 0008

　 　 0009

　 　 0010

　 　 0011

　 　 0012CNT:

　 　 0013

　 　 0014

　 　 0015

　 　 0016

　 　 0017

　 　 0018

　 　 0019

　 　 0020;

　 　 0021;

　 　 0022

　 　 0023CRTIN:

　 　 0024

　 　 0025

　 　 0026

　 　 0027

　 　 0028

　 　 0029

　 　 0030

　 　 0031

　 　 0032

　 　 0033LOOP:

　 　 0034

　 　 0035

　 　 0036LOOP1:

　 　 0037

　 　 0038

　 　 0039

　 　 0040

　 　 0041

　 　 0042

　 　 0043

　 　 0044

　 　 0045

　 　 　 　 　 　 　 TOTAL

　 　 　 SIZE=013D、

　 　 　 　 　 　 -20一

)"e・+VOOO

　 　 　 SOURCE　 STATEMENT

　 →←→←う←XX今 ←)←)← 一千 、　鰺)←)←)←:千 今←)ぐ う← 一)←

　 　 　 TEST　 PROGRAM　 　 　　 -x-

　 →←今←ヲ←ヲ←x>ξ 一;"うぐec)←)←)← う←・)←)←)←→←う←苦

ORG

LD

CALL

LD

LD

OUT

LD

LD

CALL

OUT

INC

DEC

JP

LD

OUT

JP

ORG

IN

BIT

JR

IN

OUT

RET

ORC

PUSH

LD

LD

DEC

JR

DEC

JR

POP

RET

END

OOOO、

100H

SP、7FFFH

CRTIN

B、A

A、OAH

(ODCH)、A

A、B

B、10H

LOOP

(ODCH)、A

A

B

NZ、 　CNT

A、OAH

(ODCH)、 　A

START

120H

A、(ODDH)

6、A

Z、CRTIN

A、(ODCH)

(ODCH)、H

130H

BC

B、O

C、O

C

NZ、 　 LOOPl

B

NZ、 　 LOOPl

BC

0000STATEMENTS

　 　 　 　 　 OOOO

…

」
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・h一

ま
"t

、



〆

1

`
.
9
,
f

　
,
ぷ
『

¶

」
"
・
ぐ

、
◆

.

「

†

発行所

印刷所

一 葉 無 断 転 載 一

昭和56年3月 　 発 行

財団法人　 　日本 情 報 処 理 開発 協会

　　 東京都港区芝公園3-5-8

　　 機 械 振 興 会 館 内

　　 TEL(434)8211(代 表)

株式会社 昌　 　 文　 　 社

住所　東京都港区芝5-26-30

TEL　 (452)　 4931



'●
■

◎

'





口

.
X

'

'

■

、

・

'

、


